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「学習指針としてのシラバスと初回授業」
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報告の柱

1. 基礎ゼミの目的の確認

2. 有効な基礎ゼミのために

3. シラバスと初回演習

4. 初回演習でいかに動機づけるか

5. まとめ
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「基礎ゼミナール」の目的とは

 シラバスには・・・

 受動的学習姿勢から能動的学習姿勢への転換

 課題解決に必要な技法の体験的習得

 豊かな人間関係の形成

 KSAsのうち

 × Knowledgeではなく、

 ○ Skills、Attitudesの開発。
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有効な研修とは

 有効な研修（Noe & Colquitt, 2002）
1. 目標、目的や期待される効果の理解

2. 研修内容と研修後との関連の納得

3. 他の参加者の観察

4. 他の参加者からのフィードバック

5. 練習機会の積極的利用・・・・・・・・・・・・・・・・等々。
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シラバスと初回演習

 シラバス → １、２

 初回演習 → １、２、３、４、５

 このゼミの目標と各回の目的 → １、２

 ロードマップの提示 → ２，５

 成績の付け方 → ４，５

 班分け → ３

 ４、５の行動をいかに動機づけるか？
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動機付けとしてのロードマップ

 細かく刻んで提示する理由
 目的や内容の理解（１、２）。

 段階を踏むことによる動機づけ（５）。

：Atkinson（1957）
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動機付けとしての成績評価

 成績の付け方を説明 → インセンティブ

 個人での練習（５）。
 基本は個人（フリーライディングの防止） 。

 プロセス（努力）とアウトカム（到達）。

 出席するだけでOKでも、突出した結果を要求するわ
けでもないバランス（参照：動機づけと成功確率）。

 チームワーク（４）。

 班内で討議した結果による加点がありうる。
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まとめ

 KSAsのうちSAsの開発が目的。

 Noe & Colquitt（2002）。
↓

 シラバス＆初回授業を構成。

 期待される成果の確認

 ロードマップによる各回の目的の提示と動機づけ

 成績評価による動機づけ

 班分けによる他者との関係の仕込み
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回数 教科書 宿題

1 オリエンテ―ション 演習終了後の到達点の明示／スケジュール／成績の
つけ方／班分け／自己紹介

第1章 ・ノートを２～３ページコピーしてくる（★）
・５回目の授業で報告のテーマ（「～の現状と問題点について」等）を決
めるのでそれまでに考えておく。

2 I. 聞く・読む ノート・テイキングの技術
お互いのノートの取り方について議論→改善点
論文の読み方

第2～4章 ・課題のレポートを要約せよ（A4・２枚）（●）。
　池田心豪（2007）「女性の結婚･出産とＭ字型就業構造」労働政策研
究・研修機構『仕事と生活』労働政策研究・研修機構、pp.50-65。
http://www.jil.go.jp/institute/project/h15-18/07/prs7 04.pdf

3 課題文書の内容について議論する
レジュメの書き方を説明する

・課題レポートのレジュメを作成して提出せよ（★）

4 班内でお互いのレジュメの改善について議論する
あがってきた問題点を報告し、全体で討議
どのようなテーマを課題とするか、考えているか確認

・レジュメを改訂して提出せよ（★）
・報告テーマを決めてくる。

5 II. 調べる・整理する 引用の作法／文献の探し方／図書館案内（時間があれ
ば）
自分のテーマ（「～の現状と問題点について」等）に応じ
た文献リストの作成

第5～7章 ・報告するテーマに応じた文献リストを作り、次回提出（★）。
・自分が選んだテーマに関連する文献を、図書館で借りたり、印刷したり
し、現物を次回持ってくる（5本：文献は中身をパラと見て、関連している
ことを確認していないと、次回報告資料を作れない）。

6 報告のためのアウトラインを作成
収集してきた材料の整理、不足時は再び収集

第8、9章 ・テーマについて、文献に書かれた事実や報告を使い、報告のためのア
ウトラインをレジュメを作成する（★）。まとまった結果について、自分とし
てどう考えるのか、よく頭を使ってみる。

7 報告のためのアウトラインを班内で報告、改善 ・報告のためのアウトラインを改訂してくる（★）
8 III. 表現する・伝える パワーポイントの資料を実際に作成する１ 第11、12章 ・パワーポイントを改訂してくる（提出は不要）

9 パワーポイントの資料を実際に作成する２ ・報告者はスライドを印刷して提出（●）
10 （報告12分＋質疑3分）×５人・・・1 〃
11 （報告12分＋質疑3分）×５人・・・2 〃
12 （報告12分＋質疑3分）×５人・・・3 〃
13 （報告12分＋質疑3分）×５人・・・4 〃
14 （報告12分＋質疑3分）×５人・・・5

●は自分用と提出用の２部だけ印刷。★は自分用、グループの人数分、提出用１部が必要。ゴチック体の提出物は出来栄えも評価。

教科書：学習技術研究会（2006）『知へのステップ――大学生からのスタディ・スキルズ』（改訂版）、くろしお出版。

内容

基礎ゼミ「働くことを考える」（2010）　ロードマップ
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